
１．はじめに
国内外の自然史系博物館には，化石や古生物のレプ

リカ，模型，絵画，映像，ジオラマ（diorama）など

による地質時代の古生物に関する展示物がある．博物

館の展示物は，各時代に古生物が生息していた事実

や，それらがどのような生活をしていたかを伝える手

段として重要なものである．なかでも，絶滅した古生

物の復元展示は，生きていた時の軟組織や外骨格の形

態や色が再現されているものも多く，さらに研究を一

段すすめて，それらの生態や生息環境を研究する資料

にもなっている．欧米の博物館では，古くから膨大な

標本数とともに，専属画家による絶滅した恐竜や大型

動物などの復元画が展示室を興味深く，活気あるもの

にしてきた．たとえば，アメリカ シカゴのフィール

ド自然史博物館のチャールズ・ナイト（Charles R.

Knight）の絵（ローマー，１９８１）は有名であり，古

くから無脊椎動物より脊椎動物が主体をなしてきてい

る．

今回，豊橋市自然史博物館の古生代展示室（５０６m２）

と中生代展示室・エドモントサウルス展示室（７９４m２）

の展示改装に関連した新旧の展示物や，特別企画展に

際して製作した無脊椎動物化石の復元について紹介す

る．

２．主な無脊椎動物復元展示の経過
１９８８年５月１日に開館した豊橋市自然史博物館は，
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古生代展示室（１９８８－２００３年）の面積２６４m２，中生代

展示室（１９８８－２００７年）５７０m２であった．古生代展示

室は，「カンブリア紀初期の海の景観」，「オルドビス

紀の海の景観」，「デボン紀の海の景観」，「石炭紀の水

辺の景観」，「二畳紀乾燥高地の景観」のジオラマが主

体をなし，５７点の化石を展示してあった（豊橋市自然

史博物館，１９８８，１９８９，１９９６）．約５億年前の海を再

現した「カンブリア紀初期の海の景観」には，太陽光

の降り注ぐ浅い海に棲む古杯類，クラゲ類，貝類，腕

足類，三葉虫類，ウミエラ類などが配置されていた

（図１）．「オルドビス紀の海の景観」にはサンゴ類，

腕足類，オルソセラス類，三葉虫類，ウミユリ類，魚

類が展示され，来館者が水中内に入った様に導線が設

定されていた．「デボン紀の海の景観」にはサンゴ類，

三葉虫類，ウミユリ類，ダンクルオステウスなどの魚

類と照明演出があった．「石炭紀の水辺の景観」には，

森林を背景にゴキブリ類，トンボ類，両生類（エリオ

プス，セイムリア）の模型が復元されていた．中生代

展示室には，「初期ハ虫類の世界」，「ジュラ紀の海」，

「白亜紀の陸の景観」のジオラマがあり，「ジュラ紀

の海」には来館者が海中に入っていく設定になってお

り，長頸竜に噛まれたアンモナイトと遊泳中のアンモ

ナイトの復元模型が展示されていた（豊橋市自然史博

物館，１９８８，１９８９，１９９６）．標本（化石，レプリカ）

の展示点数は８２点であった．

１９９２年４月２９日に自然史博物館と動物園，遊園地が

合体して豊橋総合動植物公園として開園した．平成４

年に竣工した特別企画展示室（６５８m２）は，臨場感に

あふれる巨大スクリーン（縦１３m，横１８m）を有する

ダイナビジョンシアターとして利用ができ，１９９２年１２

月１９日より上映を開始した．番組の中にはバージェス

動物群 Burgess Fauna のターリーモンスターなどが

登場する「ディノプラネット Dinoplanet」を１９９８

年，２００１年，２００４年に上映した．

第４次豊橋市総合計画（２００１－２０１０年）において，

自然史博物館の整備充実事業が「文化環境の整備」に

位置づけられ，古生代展示室から新生代展示室までの

展示改装の基本計画を策定した．本総合計画期間内に

おいては，増築を伴う古生代展示室，中生代展示室の

展示改装が終了した．これにより，博物館の面積は開

館当初の３，５８７m２から６，９８４m２に拡張された．

３．改装後の新展示室の無脊椎動物の復元
先カンブリア時代末から古生代カンブリア紀の化石

研究は，１９８０年後半から飛躍的に進んだ（Bengtson

ed. , 1994; Briggs et al . , 1994; McMenamin , 1998;

Schopf, 1999）．展示改装された古生代展示室（２００４

年）は，化石，レプリカ，復元拡大模型，映像，解説

パネル，景観復元画，ハンズ・オン展示（hands-on

exhibits）等の展示物よりなり，低いところは子供向

けの展示，高いところは大人向けの展示をした「二段

展示」で構成されている．子供向け部分には，４コマ

漫画解説，景観復元画，ハンズ・オン展示を中心に配

置してある．「二段展示」についてのアンケート結果

図１ 豊橋市自然史博物館の旧古生代展示室「カンブリア紀初期の海の景観」ジオラマ．
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は，９３．１％が大変良い，ないし，良いの評価であった

（豊橋市自然史博物館，２００５）．エディアカラ動物群

Ediacara Fauna とバージェス動物群の生態系の違い

については，それぞれの動物の復元模型を加えたハン

ズ・オン展示で紹介されている（図２）．この展示は，

Seilacher（１９９９）の両動物群を比較した図を参考に

製作されたものである．エディアカラ動物群には，藻

類状の微生物に覆われた海底面上に Charniodiscus，

Dickinsonia，Nemiana が生活している．この海では食

う食われる関係がない世界（garden of Ediacara）で

あったとされ，ヴェンド生物 Vendobionta として区

分されることもある（Seilacher，１９９２）．バージェス

動物群は，海底の堆積物に潜り生活しているデトリタ

ス食性の動物と捕食動物から構成されている．また，

エ デ ィ ア カ ラ 動 物 群 の Spriggia ，Charniodiscus ，

Dickinsonia ，Nemiana ，Cyclomedusa ，Parvancorina ，

Tribrachidium とバ ー ジ ェ ス 動 物 群 の Anomalocaris

（図３），Ottoia，Hallucigenia，Canadaspis ，Pikaia ，

Wiwaxia，Marrella，Sanctacaris，Olenoides，Leanchoilia，

Yohoia，Burgessia，Opabinia をCG（computer graphics）

画像で３次元的に形態を復元している．

カンブリア紀初期のバージェス動物群の化石は，

チャールズ・ウォルコット（Charles D. Wolcott）に

よる１９０９年秋の発見に遡る．発見場所は，カナダのブ

リティッシュ・コロンビア州東端の崖である．発見さ

れている化石は，１００～２００m の水深の平坦な柔らか

い泥底に生息していたものが，海底地すべりにより，

泥と共に運ばれ，急激に酸素の少ない環境下に埋積さ

れたものと考えられている（Morris and Whittington，

１９８５）．バージェス動物群は軟体生物をはじめ，硬組

織をもつ生物の軟組織が化石として保存されているラ

ガステッテン（Lagerstätten）の例である．ラガス

テッテンの化石は，『Wonderful Life』（Gould，１９８９）

の見事な復元画の資料となり，古生物の復元に必要な

軟体部の情報を提供していることがわかる．また，カ

ンブリア紀前期には現代型の生物の基本的な分類群が

出現し，生命の大爆発（Cambrian explosion）にたと

えられ博物館には生物の歴史を紹介する上で大変重要

な展示物となっている．

豊橋市自然史博物館では１９９１年に開催した第５回特

別企画展「よみがえる古生代の生きものたち」におい

て，バージェス動物群について紹介した（松岡，

１９９１）．特別企画展を開催するにあたっては京都大学

に保管されていたバージェス動物群の化石を借用し

た．これは，京都大学教授であった故中村新太郎教授

が外遊中の１９３６年に採集したものである（京都大学自

然史博物館設立推進委員会，１９９１）．エディアカラ動

物群およびバージェス動物群を紹介する「生命の大爆

発」の映像は，NHK により１９９４年頃制作された素材

が使用されている．映像とアノマロカリスの復元模型

の形状の差異は，後者が中国雲南省で新しく発見され

た全身の化石の情報（Hou et al .,１９９５）によりそれら

が制作された．

２０世紀のはじめ，三葉虫類の復元は精度が増してい

た．Haeckel（１９０４）は，『Kunstformen der Natur』

において見事に三葉虫の触角，付属肢が描かれてい

た．初期の日本の古生物学の教科書である『古生物

学』（横山，１９０６）でも，それらがほぼ正確に紹介さ

れている．バージェス動物群の Olenoides serratus や

ドイツのデボン紀前期のフンスリュック頁岩の

Triarthrus eatoni からは，触角や付属肢の保存された

図２ エディアカラ動物群とバージェス動物群の比較ハンズ・
オン展示． 図３ アノマロカリスの復元CG画像．
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化石も知られている（Whittington，１９８５；Levi-Setti，

１９９３）．このように，古くから保存良好な化石の蓄積

により三葉虫類復元は高い精度で行われている．新古

生代展示室の「節足動物」コーナーには，旧古生代展

示室の「三葉虫」コーナーにあった三葉虫の化石およ

び形態復元からさらに進めて，体のつくりや体の曲が

り方のハンズ・オン展示に加えて，行動復元展示への

挑戦をしている（図４a，b）．この行動復元の三葉虫

はカナダのオルドビス紀の Pseudogygites canadensis

（＝P. latimarginatus）である．約５３×４６cm の板状の

黒色頁岩（Whithy Formation）には，９個体（体長

約６cm）のクチクラからなる外骨格が保存されてい

る．付属肢や触角の情報が加われば，体色以外の情報

は完成に近い保存状態である．三葉虫の行動は，生痕

化石により解明されてきている．海底表面を移動した

痕跡は Diplichnites isp.，畝掘様の海底を掘った痕跡は

Cruziana isp.，海底に体を埋めた休憩痕は Rusophycus

isp.とされている（Bromley，１９９０）．Pseudogygites の

行動復元は，「よみがえる三葉虫」として CG 画像で

再現している（図５）．CG 画像に関連して三葉虫類

の生痕化石である Cruziana を展示している．

古生代の示準化石であるフズリナの分類は，殻の内

部構造が同定の重要な基準とされる．Neoschwagerina

craticulifera の約１６７倍に拡大した復元模型は，副隔壁

など微細な内部構造も透明ポリエステル樹脂で再現し

てある．放散虫 Entactinia cf. parapycnoclada の拡大模

型は透明で，Neoalbaillella ornithoformis はアクリル樹

脂で白色に着色し，珪質の殻の質感を出している（松

岡ほか，１９９２）．実際の放散虫の大きさは０．１～０．０１

mm である．「原生生物」コーナーでは，現生の海洋

浮遊生活者にある仮足（pseudopodium）の表現は不

可欠であるが，１９９１年に製作した骨格模型を改変せず

に使用した．

「軟体動物」コーナーのシカマイア Shikamaia は，

a：旧古生代展示室「三葉虫」コーナー．

b：新古生代展示室「節足動物」コーナー．

図４a，b 豊橋市自然史博物館の旧・新古生代展示室の三葉虫展示．
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Shikamaia akasakaensis を模式種とし（Ozaki，１９６８），

ペルム紀のテチス海に棲んでいた Alatoconchidae に

属する大型二枚貝である（Yancey and Boyd，１９８３）．

岐阜県本巣郡根尾村の舟伏山石灰岩から採集された

Shikamaia akasakaensis の標本に基づき，製作された

殻長６０cm の実物大模型（松岡ほか，１９９２）と新規の

模型を展示している．根尾の模型は，左右の殻の接合

部分にある外套膜をシリコンで表現した．古生代展示

室改装時に製作した新規のシカマイア模型は，岐阜県

大垣市の赤坂金生山から産出した Shikamaia sp.に基

づき，復元模型を製作した．この模型は，十分に成長

した個体のものでは，海底に付着する足糸，殻の外側

に露出している外套膜が表現されている．シカマイア

の外套膜は，サンゴ礁の海に生息するシャコガイ類

Tridacnidae のように共生藻類による光合成が行わ

れ，その栄養分も利用することで殻が大型化するとい

う考えに基づくものである（松岡ほか，２００５）．同コー

ナーの赤坂石灰岩からのオキナエビス“Bathrotomaria”

yokoyamai は，殻表面の彫刻は残存するが，軟体およ

び殻の色は保存されていない．軟体部分の復元のた

め，志摩マリンランドで飼育展示されているテラマチ

オキナエビス Pleurotomaria teramachii などの現生の

オキナエビス類の情報を参考にした．しかし，殻や軟

体部の色は観覧者の想像が発揮できるように白色模型

を製作した（図６）．

「大森林の形成」のコーナーは，旧古生代展示室の

「石炭紀の水辺の景観」のジオラマ（図７）を発展さ

せ，リンボク Lepidodendron の立ち木模型のあるオー

プン型ジオラマとなり，石炭紀からペルム紀の陸上の

無脊椎動物化石の３種を配置している．メガネウラ

Meganeura sp.は，復元模型（図８），復元図，床面へ

のシルエット，および「ディメトロドンの世界」コー

ナーで飛翔する姿を映像で紹介している．ゴキブリ化

石（ア メ リ カ 産 の Eucaenus sp.と フ ラ ン ス 産 の

“Etoblattiana”gaudryi）の傍に，壁側のボタンを押

すとゴキブリの復元模型（図９）が現れる演出展示が

ある．

旧中生代展示室には，「ジュラ紀の海」のジオラマ

と頭足類とアンモナイトの進化を化石と模型で展示し

ていた（豊橋市自然史博物館，１９８８，１９８９，１９９６）．

「ジュラ紀の海」のアンモナイト Perisphinctes sp.の

復元模型は触手が多く，頭部に頭巾があった（図

１０）．アンモナイト類の腕（触手）の数についての明

白な化石証拠はないが，書籍等での復元図には８本

（松岡・松岡，２０００），１０本（鹿間，１９４９；池辺，１９５２；

Larson et al .，１９９７），多 数（早 坂，１９４０；Erwin，

１９９３）のものがある．ドイツ バイエルン州にあるバ

ンベルク自然博物館のジオラマ「ジュラ紀の海」で

は，アンモナイトの腕は８本，ベレムナイトは１０本の

模型がある．同じ頭足類のべレムナイト Acanthoteuthis

speciosa やイカ Leptoteuthis gigas では腕の保存された

標本が知られているが，アンモナイトの腕は保存され

ていない（Frickhinger，１９９４）．この差は腕の筋肉構

造など軟組織の違いによるのかもしれない．ドイ

ツ バーデン・ヴュルテンベルク州にあるアーレン原

始世界博物館（Urweltmuseum Aalen）から発売され

たアンモナイトの模型２種は，腕が１０本である．アン

モナイト類は，系統的にイカ類に近いと考えられてお

り，５対の腕を持っていたと考えられている（重田，

２００１）．「アンモナイトってなんだろう」のコーナーで

は，イギリス ドーセット（ジュラ紀）産の Titanites

giganteus は，赤外線センサーに反応して，復元した

腕１０本，漏斗，頭部部分，稲妻型の殻の色を映像によ

り標本に投影されるように演出している（図１１）．

ドイツ ゾルンホーヘン産のジュラ紀のカブトガニ

Mesolimulus walchi の行動を復元する展示は，若齢の

図５ Pseudogygites canadensis の行動復元CG画像． 図６ “Bathrotomaria”yokoyamai の復元模型．
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カブトガニの残した連続した足跡を残す板状の化石標

本が基となっている．これは移動痕の最前部に体化石

があり，死の行跡を示す原地性の化石であり，死の行

軍“death march”として知られているものである

（Seilacher et al .，１９８５）．保存されている移動痕の

化石（Kouphichnium isp.）は，足跡の形状や尾剣の引

きずり痕などを識別することができる．岡山県笠岡市

のカブトガニ博物館観察池でのカブトガニ Tachypleus

tridentatus の水中と干潮時の行動痕みると，干潮時に

は甲羅の外縁の跡が見られる（図１２）．ゾルンホーへ

ンの化石には，甲羅の引きずり痕はなく，ラグーン

（潟湖）の水中で，海底をぐるぐると旋回をしながら，

徐々に体力が衰え，力尽きてそのまま死んだことがわ

かる（図１３）．カブトガニの動きの映像は，予想される

移動時間よりも短縮して表現してある．アメリカ イ

リノイ州の石炭紀のカブトガニの２種（Euproops

danae, Palaeolimulus sp.）の標本は，古生代展示室の

「節足動物」コーナーに展示されている．さらにカブ

トガニ類の現生種の生態や系統の映像，発生段階のア

クリル樹脂封入標本，乾燥標本などがあり，カブトガ

ニ類の進化や古生態に関して，来館者は展示室を越え

て複数の展示物を関連づけてカブトガニ類について新

たな発見ができる工夫がされている．この展示は，

「複合交差型展示」と呼ばれ（松岡，２００８），古生物

の復元についてもさらに別の角度から探求できるヒン

トを与える．

図７ 豊橋市自然史博物館の旧古生代展示室「石炭紀の水辺の景観」のジオラマ．

図８ Meganeura sp.の復元模型． 図９ ゴキブリの復元模型．
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４．まとめ
豊橋市自然史博物館の古生代・中生代展示室や特別

企画展の展示物として製作した無脊椎動物化石の復元

について紹介した．

古生代展示室のエディアカラ動物群とバージェス動

物群に関する主要な改善点は，次のようなものである．

CG画像やハンズ・オン展示，復元模型の新規導入であ

る．三葉虫 Pseudogygites canadensis は CG 画像を使い

個体および行動の映像復元，フズリナ Neoschwagerina

craticulifera，放 散 虫 Entactinia cf. parapycnoclada と

Neoalbaillella ornithoformis ，シ カ マ イ ア Shikamaia

akasakaensis と Shikamaia sp.は復元模型がある．オキ

ナエビス“Bathrotomaria”yokoyamai は，殻と軟体部

が白色の復元模型がある．メガネウラ Meganeura sp.

は復元模型，復元画，映像，ゴキブリは復元模型が現

れる演出展示がある．

一方，中生代展示室では，アンモナイト Titanites

giganteus の軟体部を標本に投影して復元する展示物

が目新しい．カブトガニ Mesolimulus walchi は映像で

“死の行軍”の様子を復元している．

博物館の復元展示は，古生物をわかりやすい姿で紹

介し，探究心を刺激する．しかし，個々の種について

同じレベルの学術的な成果に統一することは難しく，

製作時期や入場者の様々な学問的水準をできるだけ広

く満足させることも必要である．また，製作方法およ

び展示の目的により，各種が同等な精度で復元されて

いないのが現状である．

謝辞
本論文執筆にあたりご指導をいただいた豊橋市自然

史博物館前館長の故柴田博博士，京都大学総合博物館

長の大野照文教授，カブトガニの生態写真を提供して

いただいた笠岡市立カブトガニ博物館の惣路紀通氏，

図１０ 豊橋市自然史博物館旧中生代展示室のアンモナイトの復
元模型．

図１３ 豊橋市自然史博物館の Mesolimulus walchi の行動復元
CG画像．

図１１ Titanites giganteus の生体復元CG画像．

図１２ 笠岡市立カブトガニ博物館観察池のカブトガ
ニの移動痕（惣路紀通氏提供）．
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メガネウラの模型製作で情報の提供していただいた北

九州市立自然史歴史博物館の上田恭一郎博士にお礼申

し上げる．
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